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  東名高速道路 東京高架橋支承取替工事の設計・施工 
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   本橋は東名高速道路の多摩川左岸部に位置し，2～5 径間連続 RC 中空床版橋と 3 径間連続 PC 箱桁橋からなる全長約

1.2km の高架橋である．供用開始から 50 年以上経過していることから，耐震性向上の一環として支承取替と一部のメナ

ーゼヒンジを有する橋脚にせん断ストッパー形式の水平力分担構造を設置した．橋梁概要を表-1 に示す． 
支承取替工のジャッキアップおよび水平力分担構造の設

置は，既設橋脚前面にあと施工アンカーボルト固定の鋼製

ブラケットを設置する方法で行った． 
施工を進めるにあたり，既設構造の実測寸法を考慮した

部材の修正設計，新設支承や補強部材用アンカーボルトの

コア削孔と既設鉄筋の干渉に対する対策，狭隘な桁下空間

における鋼製ブラケットの設置が課題であった． 
本工事では，円滑に工事を進めるために，設計および施

工における対策や工夫を行った． 

課題と対策・工夫 

 
 

  １．支承取替工 
1.1 仮受ブラケットのグルーピングによる部材製作の効率化 

支承取替工の施工範囲は全 29 橋脚であり，橋脚ごとの設計反力で構造検討を行う場合，29 ケースの検討が必要であっ

た．そのため，設計反力を二柱式橋脚と三柱式橋脚の各最大値の 2 ケースにグルーピングすることで，27 ケース分の削

減となり構造検討の効率化を図った．さらに，仮受ブラケット数 178 基に対して，仮受ブラケットの部材形状を全 11 タ

イプに分けることで，部材の統一化によりブラケット製作の効率化を図った． 
1.2 削孔ルールの共有 
アンカーボルトの削孔位置は，鉄筋探査結果をふまえてアンカーボルトに発生する各応力が許容値以下となるように

選定する必要がある．選定した位置へのコア削孔が行えない場合，再検討する必要があり工程へ影響を及ぼす懸念があ

った．そのため，施工担当者がその場で削孔位置を選定できるよう，干渉時の削孔位置移動方向の指定や構造細目をふ

まえた「削孔ルール」を作成し事前に担当者間にて共有した． 
1.3 A2 橋台仮受ブラケット設置位置の変更 

A2 橋台の支承取替工は上部工端横桁にアンカーボルト D41 固定の仮受ブラ

ケットを設置する計画であった．しかし，上部工端横桁は部材が密に配置され

ているため，コア削孔と干渉し再削孔による工程遅延の懸念があった．対策と

して，仮受ブラケットを橋台前面に設置することとした． 
２．RC 中空床版橋の水平力分担構造工 
2.1 水平力分担構造部材の設置高さ・勾配調整の変更 

上部工側と水平力分担構造の設置高さ・勾配調整は，テーパー加工した調整

プレートを用いる計画であった．この場合，上部取付プレートと調整プレート

の工場製作部材の組合せとなり，既設構造の出来形誤差の影響が懸念された．

対策として，調整部材をモルタルレアーに変更することで，高さ・勾配調整を

現場施工にて行うことを可能とした． 
2.2 RC 巻立て補強がされている橋脚へのアンカーボルト削孔工 
水平力分担構造用鋼製ブラケットは，すでに RC 巻立て補強が施工されてい

る橋脚にアンカーボルトD51にて固定する構造であった．既設橋脚部とRC巻

立て部の鉄筋を重ね合わせると過密配筋であることから，コア削孔と鉄筋が干

渉し再削孔による工程遅延の懸念があった．既設橋脚の配筋状況を図-1 に示

す．この対策として，構造性に支障がない範囲で既設橋脚鉄筋を切断する方法

を採用した． 
2.3 狭隘な桁下空間における鋼製ブラケットの設置 
高さ 2.6m，重量 4.4t の水平力分担構造用鋼製ブラケットを橋脚に設置する

にあたり，桁下空間高さは最低部で 5.5m であり，大型クレーンによる揚重が

不可能であった．このため，ブラケット設置にはフォークリフトと小型ラフタ

ークレーンを使用した．ブラケット設置状況を写真-1 に示す． 
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写真-1  ブラケット設置状況 

図-1  既設橋脚の配筋状況（正面図） 

橋梁形式 2～5径間連続RC中空床版橋,3径間連続PC箱桁橋

下部構造形式 多柱式RC橋脚,控え壁式橋台

施工箇所
(自)東京都世田谷区大蔵地内から

(至)東京都世田谷区喜多見地内まで

橋長 約 1.2kｍ

工種
支承取替工　　　　  126基(全29橋脚)
水平力分担構造設置工 72基(全12橋脚)

適用基準
設計要領 第二集 橋梁保全編(中日本高速道路株式会社)

道路橋示方書・同解説(平成24年 日本道路協会)他

表-1  橋梁概要 
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断面修復時の構造安全性に関する検討および施工報告 
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   成羽川橋他 2 橋床版取替工事では，床版取替の対象橋梁に隣接する橋長 71.227m，4 径間連続の既設 RC 中空床版橋下

面の断面修復工が含まれていた．発注図で示された断面修復範囲は部分的で，一般的な断面修復方法で対応可能と想定

していた．しかし，事前調査の結果，断面修復範囲が想定以上の広範囲に及ぶことが判明した． 
交通車両を共用しながら広範囲の部材断面をはつり出すような施工方法を採用した場合，主桁自体の構造安全性を確

保できるか不明であったため，簡易解析や高度解析を行い，構造安全性を確保できる断面修復方法の検討を行った． 
断面修復時の橋梁の構造安全性については，RC 中空床版橋下面の鉄筋応力に着目し，断面修復範囲の大小が鉄筋応力

の変動に与える影響について格子解析を用いて検討した．また，分割施工で断面補修する場合の影響については，格子

解析と FEM を用いて検討し，鉄筋応力の推移について整理した． 
その結果，広範囲に渡って一度に施工すると設計荷重時に床版下縁の鉄筋応力が許容値を満足しないこと，分割施工

すると床版下縁の鉄筋応力のはつりによる応力増加が低減でき，施工時の許容値を満足することを確認した．しかし，

断面修復完了時に床版下縁の鉄筋応力が設計荷重時の許容値を満足しない箇所があったため，設計荷重時においても許

容値を満足するように炭素繊維シートによる補強にて対応し，構造安全性を確保した． 

構造安全性の検討結果 
  １．分割施工とする場合の鉄筋応力の変化の考え方 

断面修復を分割施工する場合の鉄筋応力の変動の考え方について述

べる．図-1 に断面修復による鉄筋応力の分担概要を示す． 
図-1 に示すように，断面修復前には各鉄筋に応力が生じているが，

はつり取られた箇所の鉄筋が有していた応力は，はつりにより解放さ

れ，周辺鉄筋へ再分配されることとした．本検討では，はつりにより

解放された鉄筋応力が周囲の鉄筋にどのような比率で分配されるかを

各分割施工時の立体モデルで FEM 解析を行い，断面力の変化から比

率を算出し，分割施工による鉄筋応力の変動を確認することとした．  
 

２．分割施工による鉄筋応力の比率変化 
断面修復を分割施工した場合の鉄筋応力の比率変化(支間中央部)お

よび P6-A2 径間の断面修復箇所分割図を図-2 に示す．図-2 に示す比率

は，断面修復開始前の死荷重時の鉄筋応力状態を 1 として，分割した

断面修復箇所ごとの断面修復完了後の死荷重時鉄筋応力の比率変化を

表している．なお，断面修復の施工順序は分割⑤→分割④→分割③→

分割②→分割①の順とした．図-2 より，分割①を完了した時点で G1
桁の下段鉄筋 2 における鉄筋応力の増加比率は 1.52 であった．鉄筋応

力を計算すると 181.1N/mm2 となり，設計荷重時における鉄筋応力の

許容値（180N/mm2）を満足しない結果となった．そのため，G1 桁の

支間中央部近傍についても同様の検討を行い，許容値を満足しない範

囲を特定した．設計荷重時の許容値を満足しない箇所については，構

造安全性を確保するため，炭素繊維シートによる補強を行った． 
 

３．まとめ 
RC 中空床版橋下面の広範囲に及ぶ断面修復を分割施工とすること

で得られた知見を以下に整理する． 
①断面修復が広範囲に及ぶ場合は，はつり作業の範囲と深さを評価し

て，主桁・床版の構造安全性を検討する必要がある． 
②断面修復箇所を分割して施工とすることで，断面修復によって生じ

る鉄筋への発生応力の低減が可能であることが確認された． 
最後に，本検討が今後，同種工事の参考となれば幸いである． 
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図-1  断面修復による鉄筋応力の分担概要 

 

 
図-2  分割施工による鉄筋応力の比率変化 
および P6-A2 径間断面修復箇所分割図 

はつり箇所

はつり取った箇所の鉄筋応力は解放され0となるため、

解放された鉄筋応力を他の鉄筋が負担する
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